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芸
能
保
持
者
の
高
齢

化
、
人
口
減
少
の
現
状
を
踏

ま
え
、
郷
土
芸
能
の
記
録
整

備
の
考
え
方
を
伺
う
。

　
　
　
町
で
は
、
平
成
25
年

２
月
「
葛
巻
町
郷
土
芸
能
団

体
連
絡
協
議
会
」
を
創
設
し
、

活
動
の
活
性
化
と
伝
承
者
・

後
継
者
の
育
成
に
向
け
取
り

組
み
を
推
進
し
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
各
団
体
と

も
少
子
高
齢
化
な
ど
の
影
響

に
よ
る
後
継
者
不
足
で
、
伝

承
活
動
が
難
し
い
状
況
に
な

っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

記
録
整
備
に
つ
い
て
は
、

写
真
や
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
で
の

記
録
保
存
や
町
史
編
さ
ん
に

よ
る
記
録
資
料
の
整
理
に
努

め
て
き
た
ほ
か
、
く
ず
ま
き

テ
レ
ビ
に
よ
り
多
く
の
映
像

が
資
料
と
し
て
記
録
保
存
さ

れ
て
き
て
い
る
が
、
各
団
体

全
て
の
演
目
を
記
録
す
る
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
今
後
、
各
団
体
の
意
向
等

議
員

町
長

　
　
　
３
年
４
月
以
降
の
現

状
を
踏
ま
え
、
今
後
の
対
応

を
伺
う
。

　
　
　
町
で
は
、
葛
巻
町
鳥

獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
き
、

電
気
柵
購
入
補
助
金
の
創
設
、

町
猟
友
会
へ
の
有
害
鳥
獣
捕

獲
業
務
委
託
の
ほ
か
、
有
害

鳥
獣
捕
獲
報
奨
金
の
創
設
、

狩
猟
免
許
取
得
費
用
の
助
成

な
ど
、
捕
獲
強
化
に
よ
る
被

害
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
電
気
柵
購
入
助

成
に
よ
る
設
置
推
奨
、
狩
猟

者
の
確
保
対
策
を
進
め
、県・

近
隣
市
町
村
・
関
係
機
関
と

も
連
携
し
、
広
域
的
な
取
組

み
で
適
正
な
水
準
の
個
体
管

理
に
努
め
、
農
作
物
の
被
害

防
止
と
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

議
員

町
長

　
　
　
被
害
の
実
態
把
握
に

つ
い
て
そ
の
詳
細
を
伺
う
。

　
　
　
町
で
の
被
害
は
、
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
情
報
が
あ

り
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る

食
害
が
、
年
50
件
ほ
ど
で
最

も
多
い
。
春
か
ら
秋
に
か
け

デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
畑
や
ス

タ
ッ
ク
サ
イ
ロ
で
の
被
害
が

議
員

町
長

　
　
　
郷
土
芸
能
保
持
者
の

把
握
と
伝
承
者
養
成
支
援
の

考
え
方
を
伺
う
。

　
　
　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で

も
協
議
会
の
活
動
な
ど
を
通

じ
芸
能
保
持
者
の
把
握
と
、

伝
承
者
の
養
成
支
援
に
努
め

て
き
た
。
引
き
続
き
、
各
団

体
の
自
主
的
活
動
に
対
す
る

支
援
は
も
と
よ
り
、
各
学
校

へ
の
活
動
支
援
、
さ
ら
に
は
、

町
民
意
識
の
高
揚
と
伝
承
活

議
員

町
長

　
　
　
「
学
校
運
営
協
議
会
」

の
必
要
性
や
意
義
、
期
待
さ

れ
る
成
果
を
伺
う
。

　
　
　
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
が

努
力
義
務
化
さ
れ
た
。

　
葛
巻
町
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
構
想
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
学
校
運
営

に
地
域
の
声
が
積
極
的
に
反

映
さ
れ
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
４

年
度
ま
で
に
町
内
全
小
中
学

校
で
設
置
す
る
予
定
で
推
進

し
て
い
る
。

　
　
　
「
学
校
運
営
協
議
会
」

設
置
の
進
捗
状
況
と
、
今
後

の
予
定
は
。

　
　
　
地
域
全
体
が
学
び
舎

と
考
え
、
３
中
学
校
の
学
区

単
位
に
「
ふ
る
さ
と
キ
ャ
ン

パ
ス
」
を
設
定
し
、「
学
校

運
営
協
議
会
」
の
任
務
の
確

認
、
協
議
会
規
則
、
委
員
構

成
、
地
域
と
の
連
携
方
法
な

議
員

町
長

議
員

町
長

　
　
　
町
内
各
小
中
学
校
校

庭
の
除
草
対
策
の
現
状
は
。

　
　
　
各
学
校
で
対
応
す
る

も
の
で
、
用
務
員
・
教
職
員

議
員

町
長

近
こん

藤
どう

　聖
きよし

 議員

ど
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
は
２
校
以
上
で
の
協
議
会

設
置
が
可
能
で
あ
り
、「
葛

巻
」「
小
屋
瀬
」地
域
で
は
小・

中
が
連
携
し
一
つ
の
協
議
会

で
運
営
し
活
動
を
充
実
さ
せ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
教
職
員
の
負
担
増
に

な
ら
な
い
か
。

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
良
好

な
地
域
連
携
を
踏
ま
え
、「
地

域
窓
口
連
携
教
員
」
や
「
地

域
学
校
連
携
推
進
員
」
を
活

用
し
負
担
軽
減
を
図
り
た
い
。

議
員

教
育
長

一般質問

問

答

学校運営協議会設置の意義は

地域連携で特色ある学校づくりを

一般質問

学
校
運
営
協
議
会
の
設
置

校
庭
管
理
と
除
草
対
策

山
やま

崎
ざき

　邦
くに

廣
ひろ

 議員

を
確
認
し
、
効
率
的
で
効
果

的
な
記
録
整
備
の
在
り
方
を

関
係
者
間
で
協
議
を
進
め
、

後
世
に
残
る
方
法
・
手
段
で

記
録
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

問

答

無形民俗文化財保護の取り組みを伺う

後世に残る記録整備と更なる支援を検討

郷
土
芸
能
の
記
録
整
備

被
害
対
応
の
考
え
方

野
生
鳥
獣
被
害
の
現
状

郷
土
芸
能
の
継
承
支
援

適正に管理されている江刈小学校の校庭

電気柵を設置し大事な飼料を守る
（小屋瀬地区）

発
生
し
て
い
る
。

　
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
地
被

害
や
目
撃
情
報
は
、
３
年
４

月
以
降
10
件
ほ
ど
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
被
害
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　
　
　
教
育
振
興
運
動
と
の

関
連
と
位
置
づ
け
は
。

　
　
　
　
「
青
少
年
育
成

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
組
織
を

地
域
学
校
連
携
共
同
本
部
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、

「
学
校
運
営
協
議
会
」
と
一

体
に
な
っ
た
活
動
が
推
進
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

教
育
長

や
保
護
者
・
地
域
の
方
の
協

力
で
適
正
な
施
設
管
理
に
努

め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

お
り
、
感
謝
し
て
い
る
。

　
　
　

今
後
の
校
庭
管
理
・

除
草
対
策
へ
の
教
育
委
員
会

の
対
応
は
。

　
　
　
児
童
生
徒・教
職
員・

保
護
者
の
減
少
や
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
で
施
設
管
理
が
行
き

届
か
な
い
部
分
が
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
対
応
に
加
え
、「
学

校
運
営
協
議
会
」
設
置
に
よ

り
地
域
連
携
の
強
化
で
問
題

解
決
に
努
め
た
い
。

　
　
　
除
草
剤
使
用
へ
の
教

育
委
員
会
の
指
導
は
。

　
　
　
　
　
農
薬
等
の
使
用

は
禁
止
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、

文
部
科
学
省
通
知
に
よ
る
健

康
被
害
防
止
対
策
に
留
意
し
、

除
草
剤
散
布
が
行
わ
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
除
草
対
策
の
指
針
を

作
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
文
部
科
学
省
通

知
を
も
と
に
、
適
正
な
校
地

管
理
を
心
が
け
た
い
。

議
員

町
長

議
員

教
育
次
長

議
員

教
育
次
長

動
へ
の
機
運
が
高
ま
る
よ
う
、

加
盟
団
体
を
は
じ
め
、
文
化

財
保
護
委
員
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
も
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
さ
ら
な
る
支
援
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
た
い
。

２年ぶりに開催された郷土芸能発表会
（12月４日　葛巻小学校体育館）


